
コレラが疑われた海外旅行者下痢症患者から EAST(Enteroaggregative 

Escherichia coli (EAggEC) Heat-Stable Enterotoxin)遺伝子保有

EAggECおよび毒索原「生大腸菌 (ETEC)が分離された 2事例について

八柳 潤 齊藤志保子 佐野 健 森田盛大

平成5年度に当所に依頻されたコレラ菌検資6名のうち， ド痢等の前状が顕著であった 2名について病原性大腸歯検

査を並行して実施した結果， 2名共ETECおよびEAST/茫生 EAggECの混合感染を受けていたことか1り］らかと

なった． なお，いずれの事例からもコレラ歯は検出されなかった．今回の事例により，秋田県内で初めてETECおよ

び El\ggf~C の輸入感染椛か確認された·
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I はしめに

コレラは法定伝染店であると共に検疫伝染約にも指定

されており，貞性患者との接触者検査等が当所において

も実施されている．平成り:if/斐は 6名のコレラ菌検査を

実施した．その内訳は， 4名か真性患者との航空機同果

接触者てあり， 2名か下杯1j竺炉叫正状か顕著であった者で

あった． 6名ともに」レJ菌は検出されなかったか， ト

痢＾｀りの折状か罰苫てあった］名についてコレラ［灼検査と

並行して病原'[!1人！！闘1向検肖を実施したところ，どちらの

患者からも E J\ ST 荘生じ八ggEC と毒素 I)it •VI＿大腸 1位i

(ETEC)か検出された． EAggECは，近什，疫学

的に卜1利起病Ii［か捉唱さ，けた新しいタイプの約原性大IJ悶

菌てあい最近，それらのうちにEASTと呼ばれる新

しい耐熱性毒索をり「！「するものかあることか報告されて

しヽる＇）．

秋田県内におしにCET[→： Cの翰入黙染柾か確忍された

のはこの 2事例か初めててあり，，IJIlえて，いずれの中例

も EAST)庄~t E八ぢg lり（~＿，との此合感染か認められる

という特徴的なしのてあったので， これら 2’ll例の概要，

糾Iiばi検西の鈷果等について骰店する．

II 方法

1. 病原性大腸菌の検出

検休からの恥l泉性人腸菌の検出は既恨のEC-PCR

仏 2）にd，Lじて実施し， EIIEC, ETEC, EIEC, 

A EEC, EAggECの検出を，止しみた．

(!) スクリーニンク用検（木の，闘製：患者からの検休を

EC焙地に接種し， 37℃で l夜培投した．i紅如夜の

惰fiを追心し，i'］られたペレノトを洗浄，生食液

にけんだくした後， 5分間沸騰水中で加熱、氷冷し

たものをPCR川検体とした．

(2) EH  Eco)検出 既恨0)F C R I』に従い丈施し

た •9).

(3) ET E C, E l E Cの検出．伊藤たちか確立した

混合プライマー PCR法に従い実施した八

r41 AEECの検出：本誌別項 (P15)に記載したカ

法により実施した．

(51 EAS'['産牛 EAggECの検出： EAs Tl序仕
EAgg［以C検出J!jプライマーは Savarinoたちか報

古したEASTの構込追に［のi乱尉Iじ列＇）に枯つき，

106brのl)N八断片が増幅されるように設，，十した．

PCR反応は，既報？）に従い実施したか，プライマー

屈度は1.0/J.V「とし，増幅断片の検出には4.0％ニュー

シーブG'「Gアガロースを使用した．

¥6) スクリーニンク陽性となった検体からの閣分離：

上よスクリーニングて陽性となった検体のEC培地

焙義液について， DI―IL平板を使用して分離培性を

実施して，生じたコロニーを今回の事例では15個釣

菌した．個々の歯株について，上記各PCR法によ

りスクリーニンクで陽性となった菌種のInl定を実施

した．

(7) 分離された病原性大腸菌株の血泊翡甥Ij•既報の方

iLi)に従って実施した．
2.標準菌株

E日Eしの枕1(/L株には，東臥都立衛生研究所―［餘泰雄

博」．から分与されたEDL-931株を使用した．

ETECの標‘併株には、秋田県中央家畜保健所伊藤隆

土杏から分りされた 921130-12株 (LT, ST産牛）

を使用した． EIECの標準株には理化学研究所から分

与されたJC'v1 -8363株を使用した． AEEC, EAgg 

ECの札鳴「株には，米国マリーラン 1、人学 Cl•,n ter for 

V acc:i nc Dc,vcl opmentの，JamesB. Kaper 1＼り十から

分与された E2348/69株およひ l7-2株をそれぞれ使

用した
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皿結果

1.事例 1

患者 R. M. 23オ女性旅行会社添乗員

渡航先 インドネシア

渡航月日 1994年2月13日から 2月15日

症状と経過 発症日： 2月15日（帰国途中の機内）

細菌検査結果

発症時の症状：黄色水様便性下痢，腹痛

嘔IIt
2月16日： 06:40成田着．嘔吐，下痢

（成田検疫所にて点滴，鎮痛

剤投与）

17 : 00自宅着下痢持続，

嘔町消失，体温37.2度

Y糾合総合病院に入院

(1) コレラ菌：陰性であった．

(2) 病原性大腸菌：図 1に示すとおり，スクリーニン

グでETECのLT遺伝子の増幅断片，およびEA

ST遺伝子の増幅断片が検出された． EHE C, E 

I EC, AEECは検出されなかった．次に，スク

リーニングに供したEC培地培養液を分離培養して

得た15菌株について， ETEC, EAST産生 EA

ggECの同定を実施した糾果を図2に示した．供

試菌株15株のうち，菌株No.3, 4, 8かLT遺伝子

保有ETECであり，他12株は全てEAST生産

EAggECであった．

(3) 分離したETEC, EAST産生 EAggECの

EIEC JCM -8363 

ETEC 921130-12 

検体R.M

EAggEC 17-2 

検体R.M

EHEC EDL-931 

検体R.M

AEEC E2348/69 

検体R.M

図1 患者R.Mの病原性大腸菌スクリーニング結果

佃清型：分離したLT産生ETECの血清邸は018

:HUTであり，市販の型別用血清キットては H

型別が不能であった． また， EAST産生

EAggECは市販の血清咽別キットではO型別， H 

型別ともに不能であった．

2.事例2

患者 Y. K. 44オ男性

渡航先 疫学調査個人票の添付がなかったため不

明

渡航月日 1：記理由により不明

症状 下痢（経過害詳細不明）

検体採取

年月日 1994年1月27日

細歯検査結果

(1) コレラ菌：陰性であった．

(2) 病原性大腸菌：スクリーニングにより ST産生E

'「ECとEAS T産生 EAggECか検出された．

分離培養の結果EAST産生 EAggEC（血清型〇

UT:NM)とST, およびEAST遺伝子を共に

保有するETE C/EAggECとみなし得る株（血

清型0148:H28)か分離された．

IV 考察

以」のように，今回我々は秋田県内において初めて病

原性大腸菌の輸入感染症事例を確認した．国内における

E1¥ ST産生 EAggECの検査は，現時点では国訂予

防衛生研究所以外の機関ては夕台ど実施されていないもの

と推察される．我々は国立予防衛生研究所，細菌部の伊

藤健一部博士の指導により本1呆］のPCRによる検責法を

導入し，本菌の検針に取り紺んで来た．その結果今回，

本菌が秋田県内において輸入感染症の原因菌となってい

ることが初めて明らかとなった． さらに， ETECの血

清型に属する株にEAST追伝子を保有する株か行存す

ることも初めて明らかとなった．

感染性腸炎研究全が1990年に実施した調査4)によると，

都市立伝染病院に入院した杭例から分離された外囚由来

株195株のうち，病原性大腸菌が約15%(30株）を占め

ており． ETECはそのうち16株（約53%)を占めてい

る．当該調査においてはAEEC, Ef¥ggECの検奇は

実施されていないので， これらを含めると輸入感染症に

おける病原性大腸菌の占める割合はより大きくなるもの

と推察される．秋田県においては，輸人感染症の土態は

今まで調査されたことがなかったことから，ほとんど明

らかになっていなかった．今回の事例を契機として，今

後も／毎外旅行者下呵症の原因l呈l検索に取り組み，今後，

海外へ旅行する県民に対して行政が啓蒙活動を実施する

際に必要となるデータを蓄積していく必要があるものと
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ETEC 921130-12 EAggEC 17-2 

No.. -1 No..-1 EAST+ 

No..-2 No.. -2 EAST+ 

No..-3 LT+ No.. -3 

No..-4 LT+ No.. 4 

No..-5 No.. -5 EAST+ 

No.. -6 No.. 6 EAST+ 

No.-7 No.. -7 EAST+ 

No..-8 LT+ No..-8 

No.. -9 No.. 9 EAST+ 

No..-10 No.. -10 EAST+ 

No.. -11 No.. -11 EAST+ 

No.. -12 No..-12 EAST+ 

No.. 13 No..-13 EAST+ 

No..-14 No..-14 EAST+ 

No.. -15 No..-15 EAST+ 

図2 分離菌株のLT遺伝子． EAST遺伝子の保有状況

考えられた．一方，今回データは示していないが、我々

の予備的調査により， EAST産生 EAggECが県内

で発生した散発下痢症．下水等の環境，さらには原因蘭

ィヽ明の食中土患者から分離されるなど，本菌か下痢起病

性病原菌として重要な位置を占める可能性が示唆されて

いる． このため，今後も本菌感染症の実態について調査

を継続する必要があるものと考えられた．
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